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大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
に
対
す
る
山
口
藩
の
対
応

―

伊

藤

一

晴

は
じ
め
に

神
代
直
人
と
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
四
日
に
起
こ
っ

た
大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、

四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
の
講
和
交
渉
か
ら
帰
っ
た
高
杉
晋
作
・

伊
藤
博
文
の
殺
害
を
企
て
た
と
さ
れ
、
大
村
益
次
郎
や
明
治
維
新
に
関

す
る
様
々
な
小
説
等
で
、
過
激
な
攘
夷
主
義
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
実
際
の
人
物
像
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
最
期
も
、

捕
縛
直
前
に
割
腹
し
存
命
が
覚
束
無
い
た
め
斬
首
し
た
、
と
い
う
山
口

藩
か
ら
の
報
告
と
と
も
に
、
依
然
と
し
て
曖
昧
な
ま
ま
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
国
立
公
文
書
館
・
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

史
料
を
中
心
に
、
こ
の
神
代
直
人
と
い
う
人
物
の
捕
縛
と
そ
の
最
期
に

つ
い
て
検
討
し
、
こ
の
人
物
へ
の
対
応
を
含
む
、
明
治
初
に
お
け
る
攘

夷
派
に
対
す
る
山
口
藩
の
強
硬
な
対
応
を
確
認
し
た
い
。

一

大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
の
捕
縛
と
処
刑

大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
四
日
に

発
生
し
た
。
こ
の
事
件
は
襲
撃
犯
の
処
刑
が
急
遽
延
期
さ
れ
た
粟
田
口

止
刑
事
件
と
と
も
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
一
度
簡
単
に
整
理
し

て
お
き
た
い
。

明
治
二
年
九
月
四
日
、
京
都
の
旅
宿
に
宿
泊
し
て
い
た
大
村
益
次
郎

が
八
人
の
兇
徒
に
襲
撃
さ
れ
た
。
大
村
は
重
傷
を
負
っ
た
が
一
命
を
と

り
と
め
、
蘭
医
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
手
当
て
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
後

に
傷
が
悪
化
し
、
同
年
十
一
月
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。

襲
撃
犯
は
、
襲
わ
れ
た
大
村
と
同
じ
山
口
藩
出
身
の
神
代
直
人
・
団

伸
二
郎
（
二
十
二
才
）
・
大
田
光
太
郎
（
瑞
穂
、
二
十
一
才
）
の
三
名

と
、
当
時
軍
曹
で
白
河
藩
出
身
の
伊
藤
源
助
（
二
十
八
才
）
、
越
後
国

郷
士
の
五
十
嵐
伊
織
（
二
十
九
才
）
、
久
保
田
藩
陪
臣
の
金
輪
五
郎

（
二
十
九
才
）
、
信
州
伊
奈
郡
名
古
熊
村
の
関
島
金
一
郎
（
三
十
一

（
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才
）
、
三
河
出
身
の
宮
和
田
進
の
総
勢
八
名
で
あ
っ
た
。
八
名
は
京
都

に
お
い
て
、
西
洋
化
を
進
め
る
政
府
へ
の
批
判
で
意
気
投
合
し
、
そ
の

中
心
人
物
と
し
て
大
村
益
次
郎
の
襲
撃
に
及
ん
だ
と
い
う
。
襲
撃
犯
の

う
ち
、
宮
和
田
は
事
件
時
に
負
傷
し
仲
間
に
介
錯
さ
れ
、
団
・
大
田
・

金
輪
・
五
十
嵐
の
四
名
が
北
陸
へ
逃
走
し
た
が
、
九
月
七
日
に
越
前
府

中
で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
伊
藤
は
十
一
日
に
京
都
府
内
で
、
関
島

は
二
十
七
日
に
信
州
飯
田
で
そ
れ
ぞ
れ
捕
ら
え
ら
れ
た
。

本
稿
の
目
的
は
明
治
初
山
口
藩
に
お
け
る
攘
夷
派
へ
の
対
応
を
確

認
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
山
口
藩
出
身
の
三
名
に
つ
い
て
、
そ
の
出

自
を
多
少
掘
り
下
げ
て
紹
介
し
て
お
く
。

神
代
直
人
は
、
萩
藩
士
で
あ
っ
た
神
代
一
平
の
嫡
男
。
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
時
の
神
代
一
平
の
分
限
は
三
人
扶
持
十
九
石
一
斗
で
あ

り
、
給
地
は
な
い
。
神
代
一
平
家
は
萩
藩
内
に
お
い
て
中
船
頭
と
い
う

階
級
に
属
し
て
い
た
。
中
船
頭
は
扶
持
方
四
人
以
下
、
禄
高
二
一
石
以

下
と
さ
れ
、
萩
藩
の
三
田
尻
船
倉
に
あ
っ
て
船
舶
操
縦
を
掌
り
、
常
に

三
田
尻
に
居
住
し
た
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
二
月
に
廃
さ
れ

た
と
い
う
。
一
平
の
嫡
男
と
さ
れ
る
直
人
は
、
諸
隊
の
一
つ
で
あ
っ
た

御
楯
隊
の
相
図
方
と
し
て
も
名
が
見
え
る
。
つ
ま
り
神
代
直
人
は
下
級

と
は
い
え
萩
藩
直
臣
の
嫡
男
と
し
て
育
ち
、
諸
隊
に
参
加
し
た
人
物
で

あ
っ
た
。

一
方
、
団
伸
二
郎
（
伸
次
郎
・
御
楯
と
も
）
は
、
萩
藩
寄
組
児
玉

家
の
家
臣
、
つ
ま
り
萩
藩
か
ら
み
れ
ば
陪
臣
の
家
に
育
っ
た
。
児
玉
家

は
安
政
二
年
時
、
禄
高
三
〇
八
四
石
六
斗
三
合
で
、
小
郡
（
現
山
口
市

小
郡
）
・
台
道
（
現
防
府
市
台
道
）
に
給
地
を
も
つ
萩
藩
内
で
も
上
級

の
家
臣
で
あ
っ
た
。
伸
二
郎
は
児
玉
家
の
給
地
の
あ
っ
た
台
道
村
の
伊

藤
家
に
、
三
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
四
境
戦
争
の
際
に
小
倉

口
の
戦
い
に
参
戦
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
兄
の
伊
藤
三
亮
（
三
介
・

三
輔
）
も
翌
三
年
、
脱
隊
騒
動
に
加
わ
り
斬
首
さ
れ
て
い
る
。

大
田
光
太
郎
（
瑞
穂
・
瑞
太
郎
と
も
）
も
、
毛
利
一
門
で
あ
る
右

田
毛
利
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
萩
藩
か
ら
み
れ
ば
団
伸
二
郎
と
同

じ
く
陪
臣
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
光
太
郎
の
父
で
あ
る
大
田
梁
平

（
稲
香
）
は
、
元
々
医
者
で
あ
り
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
豊
後

日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
学
び
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
長
崎
へ
遊

学
、
同
十
二
年
に
は
高
島
秋
帆
に
つ
い
て
砲
術
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
蓄
え
た
知
識
を
求
め
ら
れ
、
右
田
毛
利
家
の
家
臣
に

と
り
た
て
ら
れ
、
そ
の
後
は
、
学
文
堂
と
い
う
学
舎
を
統
べ
、
四
境
戦

争
時
に
は
防
府
の
総
督
を
務
め
た
と
い
う
。
大
田
光
太
郎
は
こ
の
よ
う

に
学
問
に
通
じ
た
父
を
も
ち
、
自
身
の
口
書
に
よ
れ
ば
、
事
情
が
あ
っ

て
家
督
は
弟
に
譲
っ
た
も
の
の
、
団
伸
二
郎
と
と
も
に
他
国
勤
学
の
志

を
も
っ
て
京
都
へ
上
っ
た
と
い
う
。
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こ
の
山
口
藩
出
身
者
の
三
名
は
、
と
も
に
大
楽
源
太
郎
の
門
下
生

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
ま
で
大
村
益
次
郎
襲
撃
の
黒
幕
を
大
楽
源
太

郎
と
す
る
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
史
料
に
、
襲
撃
事

件
と
大
楽
と
の
関
係
を
直
接
示
す
も
の
は
な
い
。
以
上
、
山
口
藩
出
身

の
三
名
は
山
口
藩
の
中
で
は
下
級
藩
士
（
神
代
）
と
陪
臣
（
団
・
大

田
）
の
出
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
禄
高
は
高
く
な
く
。
お
そ
ら
く
大
田
光

太
郎
も
含
め
、
諸
隊
に
身
を
投
じ
た
者
達
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

団
伸
二
郎
・
大
田
光
太
郎
・
伊
藤
源
助
・
五
十
嵐
伊
織
・
金
輪
五

郎
・
関
島
金
一
郎
の
六
名
は
、
梟
首
が
決
定
し
、
十
二
月
二
十
日
の
刑

執
行
直
前
に
弾
正
台
の
横
槍
が
入
っ
て
急
遽
延
期
さ
せ
ら
れ
た
も
の

の
、
十
二
月
二
十
七
日
朝
に
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

二

「
公
文
録
」
に
見
る
神
代
直
人
の
捕
縛

以
上
の
よ
う
に
、
神
代
直
人
以
外
の
襲
撃
犯
は
梟
首
と
な
っ
た

が
、
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
神
代
直
人
に
つ
い
て
は
、
捕
縛
時
に
割

腹
し
た
た
め
余
儀
な
く
斬
首
し
た
と
い
う
山
口
藩
の
報
告
を
も
と
に
、

団
・
大
田
ら
と
同
じ
く
梟
首
と
決
ま
っ
た
も
の
の
、
首
は
京
都
へ
送
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
さ
れ
た
六
名
の
首
の
横
に
罪
状
を
記
し
た
紙
が

張
り
出
さ
れ
た
。
山
口
藩
に
お
い
て
仮
埋
め
さ
れ
て
い
た
死
骸
は
、
結

局
、
そ
の
ま
ま
取
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

神
代
直
人
の
捕
縛
及
び
そ
の
報
告
に
つ
い
て
は
「
公
文
録

粟
田
口

止
刑
始
末
一
」
の
う
ち
、
「
一
山
口
藩
ヨ
リ
脱
藩
人
神
代
直
人
捕
縛
并

処
刑
届
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
史
料
が
基
本
と
な
る
。
次
に
、

捕
縛
時
に
割
腹
し
た
た
め
余
儀
な
く
斬
首
し
た
と
す
る
報
告
が
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
史
料
を
検
討
し
た
い
。

「
一
山
口
藩
ヨ
リ
脱
藩
人
神
代
直
人
捕
縛
并
処
刑
届
」
は
全
体
が
五

つ
の
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
【
文
書
ａ
】
～
【
文
書
ｅ
】

と
す
る
。
な
お
、
傍
点
は
全
て
筆
者
に
よ
る
）
。

ま
ず
十
月
（
日
付
無
）
、
大
津
四
郎
右
衛
門
か
ら
留
守
官
に
対
し
、

神
代
直
人
捕
縛
の
一
報
が
入
っ
て
い
る
。

【
文
書
ａ
】

先
般
大
村
兵
部
大
輔
殿
旅
宿
ヘ
及
乱
暴
候
賊
党
ノ
内
、
当

藩
神
代
直
人
召
捕
候
段
国
元
ヨ
リ
申
越
シ
候
間

．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
此
段
不

取
敢
御
届
申
上
候
、
以
上

毛
利
宰
相
内

十
月

大
津
四
郎
右
衛
門

留
守
官御

伝
達
所

大
津
四
郎
右
衛
門
（
唯
雪
）
は
、
村
田
清
風
の
次
男
で
、
こ
の
時
は

（
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公
用
人
と
し
て
山
口
藩
京
都
屋
敷
に
詰
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
文

書
は
国
元
（
山
口
藩
）
か
ら
の
情
報
を
得
た
山
口
藩
京
都
屋
敷
が
、
同

じ
く
京
都
に
置
か
れ
て
い
た
明
治
政
府
の
留
守
官
に
対
し
送
付
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
で
は
神
代
直
人
を
捕
ら
え
た
と
記
さ
れ
る
の
み

で
、
斬
首
し
た
と
い
う
情
報
は
も
と
よ
り
、
捕
縛
時
に
割
腹
し
た
と
の

情
報
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

次
の
【
文
書
ｂ
】
は
、
十
一
月
四
日
付
で
東
京
の
太
政
官
弁
官
か

ら
京
都
の
留
守
官
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
、
山
口

藩
か
ら
神
代
直
人
斬
首
の
報
告
を
受
け
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
文
書
ｂ
】

山
口
藩
ヨ
リ
神
代
直
人
斬
首
ノ
儀
届
出
候
間
、
御
達
シ
申
入
候
也

十
一
月
四
日

弁
官

留
守
官御

中

そ
し
て
三
番
目
の
【
文
書
ｃ
】
は
、
十
一
月
十
二
日
付
け
で
、
留
守

官
か
ら
京
都
府
に
対
し
て
出
さ
れ
た
神
代
直
人
斬
首
の
報
告
で
あ
る

【
文
書
ｃ
】

別
紙
神
代
直
人
斬
首
ノ
儀
自
東
京
御
達
シ
有
之
候
間

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
為
御
心
得
御
廻

シ
申
入
置
候
也

十
一
月
十
二
日

留
守
官

京
都
府

御
中

「
自
東
京
御
達
シ
有
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
太
政
官
弁
官
か

ら
神
代
直
人
斬
首
の
情
報
（
【
文
書
ｂ
】
）
を
受
け
た
留
守
官
が
、
襲
撃

犯
の
追
捕
に
あ
た
っ
て
い
た
京
都
府
に
対
し
、
そ
の
情
報
を
伝
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。
但
し
、
文
中
の
「
別
紙
」
が
次
に
示
す
【
文
書
ｄ
】
に
あ
た

る
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

【
文
書
ｄ
】

神
代
直
人

右
ノ
者
事
先
達
テ
於
京
都
暴
動
ノ
所
業
有
之
候
付
、
早
々
召
捕
可
申
段

御
布
令
ノ
趣
モ
有
之
精
々
探
索
仕
候
処
、
十
月
上
旬
豊
後
国
姫
島
ヘ
致

潜
匿
居
候
由
ニ
付
、
捕
縛
方
之
者
差
遣
シ
候
処
遁
去
リ
、
終
ニ
周
防
国

小
郡
ト
申
処
ニ
テ
及
捕
縛
候
処
、
已
ニ
屠
腹
致
シ
掛
居
存
命
ノ
程
無
覚

束
ニ
付
、
京
都
之
始
末
糾
問
ノ
上
斬
首
申
付
候
、
厳
刑
之
儀
ハ
兼
テ
御

沙
汰
之
旨
モ
有
之
、
且
直
人
身
上
ニ
就
テ
ハ
可
伺
出
筈
ニ
候
ヘ
共
、
前

段
ノ
次
第
無
餘
儀
致
処
置
候
、
依
テ
死
骸
ノ
儀
ハ
致
仮
埋
候
、
此
段
御

届
申
上
候
様
山
口
表
ヨ
リ
申
越
ニ
付
、
宜
御
沙
汰
被
成
下
度
奉
頼
候
、

以
上

山
口
藩
公
用
人

十
一
月

宍
道
直
記

（
15
）
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弁
官
御
役
所

こ
の
【
文
書
ｄ
】
は
、
山
口
藩
東
京
屋
敷
に
詰
め
て
い
た
公
用
人
宍

道
直
記
か
ら
太
政
官
弁
官
に
対
し
送
付
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
東

京
に
お
け
る
や
り
と
り
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
日
付
は
な
い
。
こ
の

文
書
に
は
、
神
代
直
人
を
周
防
国
小
郡
で
捕
縛
し
た
と
こ
ろ
「
已
ニ
屠

腹
致
シ
掛
居
存
命
ノ
程
無
覚
束
ニ
付
」
、
糾
問
し
た
上
で
斬
首
し
、
死
体

は
仮
埋
め
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
同
じ
く
山
口
藩
公
用
人
の
宍
道
直
記
か
ら
弁
官
宛
て

に
提
出
さ
れ
た
神
代
直
人
の
口
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
長
文
で
あ
る

が
、
「
公
文
録
」
の
関
係
部
分
を
漏
れ
な
く
示
す
た
め
全
文
を
引
用
す

る
。

【
文
書
ｅ
】

神
代
直
人

口
書

一
私
儀
国
学
為
修
行
京
都
矢
野
玄
道
方
入
塾
勉
励
罷
在
候
処
、
朝
廷
御

入
用
ノ
御
書
物
買
入
ノ
タ
メ
大
坂
罷
下
候
折
柄
、
私
弟
守
人
事
死
去

ノ
段
到
来
有
之
、
直
様
書
翰
相
認
矢
野
方
差
出
置
、
当
七
月
上
旬
同

所
出
足
、
帰
郷
仕
候
、
然
ル
処
先
般
王
政
御
恢
復
ニ
相
成
、
下
々
ニ

至
ル
迄
奉
恐
悦
候
処
、
当
今
ニ
至
リ
外
夷
ノ
御
取
扱
御
手
厚
被
為

在
、
却
而
人
民
ノ
苦
不
容
易
、
就
テ
ハ
外
夷
ノ
侮
リ
日
々
増
長
シ
、

乍
恐
皇
威
不
相
立
ト
奉
存
、
太
田
瑞
穂
・
団
伸
二
郎
申
合
セ
尽
力
可

致
ト
決
心
罷
居
候
央
、
大
村
兵
部
大
輔
殿
著
京
相
成
候
、
然
ル
処
大

村
氏
ニ
於
テ
ハ
兼
テ
開
港
ノ
説
ヲ
主
張
シ
今
日
ノ
形
勢
ニ
立
至
リ
候

モ
、
必
竟
彼
ノ
所
為
ニ
可
有
候
、
速
ニ
殺
害
ニ
不
及
候
而
ハ
王
政
御

一
新
ノ
御
目
的
不
相
立
、
彼
是
慨
歎
ノ
至
リ
ト
考
居
候
折
柄
、
金
輪

五
郎

・
宮
和
田
進

・
五
十
嵐
伊
織
并
京
都
岡
﨑
ニ
居
候
伊
藤
源
助

ナ
ド
孰
レ
モ
同
論
ニ
テ
、
四
条
上
ル
町
八
百
屋
忠
兵
衛
方
其
外
所
々

潜
伏
、
右
暗
殺
ノ
事
件
相
謀
リ
、
終
ニ
当
九
月
四
日
夜
同
志
ノ
者
并

染
島
何
某
同
道
、
大
村
氏
旅
宿
ヘ
斬
入
、
私
・
五
十
嵐
・
染
島
三
人

河
原
ニ
待
合
セ
候
処
、
無
間
一
人
駆
出
候
テ
一
同
内
ヨ
リ
追
出
、
右

ノ
一
人
及
殺
害
候
付
、
大
村
氏
ニ
相
違
無
之
哉
ト
相
尋
候
処
、
相
違

無
之
由
伸
二
郎
相
答
候
付
、
然
ハ
梟
首
可
致
様
申
聞
ケ
、
一
同
相
分

レ
申
候
、
右
於
旅
宿
打
果
候
者
ノ
儀
ハ
存
不
申
、
猶
駈
出
候
一
人
ニ

テ
、
其
外
ハ
一
円
覚
不
申
、
其
後
潜
伏
中
大
村
氏
ノ
首
級
ニ
無
之
由

承
リ
仰
天
仕
候
、
京
都
出
足
前
日
、
百
万
遍
ノ
内
ニ
居
候
佐
々
木
大

和
助
ト
申
者
方
罷
越
シ
一
宿
相
頼
ミ
候
処
、
東
京
罷
越
由
ニ
テ
、
土

屋
源
吉
ト
申
者
居
合
セ
、
私
帰
国
ノ
儀
相
咄
シ
候
処
、
同
道
可
致
候

様
ト
ノ
儀
ニ
付
、
勿
論
暗
殺
ノ
事
件
ハ
相
咄
シ
不
申
、
同
月
十
二
日

頃
出
足
、
兵
庫
ヘ
罷
出
乗
船
罷
下
リ
候
、
船
中
ニ
テ
私
潜
伏
所
源
吉

ヘ
相
頼
ミ
候
処
、
姫
島
ニ
居
候
清
末
忠
蔵
ト
申
者
源
吉
父
ノ
門
人
ニ

（
マ
マ
）
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付
、
彼
方
ヘ
添
書
差
出
候
様
申
事
ニ
テ
認
メ
貰
ヒ
、
十
月
二
日
源
吉

一
同
姫
島
ヘ
著
、
忠
蔵
方
罷
越
シ
候
、
其
後
同
所
出
船
、
小
郡
檀
ト

申
処
ヘ
罷
帰
候
処
、
直
ニ
可
被
召
捕
様
子
相
聞
候
付
、
屠
腹
仕
掛
ケ

候
儀
ニ
御
坐
候
事

右
之
次
第
申
出
候
間
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上山

口
藩
公
用
人

十
二
月

宍
道
直
記

弁
官
御
役
所

以
上
の
よ
う
に
、
「
一
山
口
藩
ヨ
リ
脱
藩
人
神
代
直
人
捕
縛
并
処
刑

届
」
に
は
、
神
代
直
人
捕
縛
に
関
す
る
文
書
五
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
内
容
に
は
違
和
感
が
残
る
。
ま
ず
、
山
口
藩
か
ら
の
第
一
報

【
文
書
ａ
】
で
は
、
召
し
捕
ら
え
た
と
あ
る
の
み
で
、
捕
縛
時
に
割
腹

（
屠
腹
）
し
た
と
の
記
述
は
な
い
。
捕
縛
時
に
割
腹
し
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
第
一
報
で
そ
の
点
に
触
れ
な
い
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
山
口

藩
か
ら
の
報
告
【
文
書
ｄ
】
に
よ
れ
ば
捕
縛
時
に
「
已
ニ
屠
腹
致
シ
掛
居

存
命
ノ
程
無
覚
束
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
神
代
直
人
自
身

の
供
述
書
【
文
書
ｅ
】
が
理
路
整
然
と
残
さ
れ
、
後
日
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
違
和
感
が
様
々
な
憶
測
を
生
む
一
因
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
こ
の
五
つ
の
文
書
は
、
山
口
藩
庁
、
山
口
藩
東
京
屋
敷
、
同
京

都
屋
敷
、
太
政
官
（
在
東
京
）
、
留
守
官
（
在
京
都
）
、
京
都
府
と
い

う
、
文
書
の
差
出
・
宛
所
が
錯
綜
し
て
お
り
、
事
態
を
一
層
わ
か
り
に
く

く
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
明
治
六
年
以
前
の
「
公
文
録
」
の
正
本
は
全
て
謄
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
各
省
や
府
県
に
提
出
さ
せ
た
書
類
を
編
綴
し
て
い
る
副
本
の

方
が
よ
り
史
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

副
本
を
確
認
す
る
と
、
字
句
の
写
し
間
違
い
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
文
意

を
大
き
く
損
な
う
も
の
は
無
い
一
方
、
【
文
書
ａ
・
ｄ
・
ｅ
】
は
山
口
県

罫
紙
、
【
文
書
ｂ
・
ｃ
】
は
太
政
官
青
色
十
行
罫
紙
が
使
わ
れ
て
お
り
、

順
番
も
ａ
→
ｄ
→
ｃ
→
ｅ
→
ｂ
と
い
う
正
本
と
は
異
な
る
順
で
綴
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
五
つ
の
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在

し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
日
付
が
無
い
【
文
書
ｄ
・
ｅ
】
が
、
実
際
に

何
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
と
い
っ
た
基
本
的
な
情
報
は
確
定
で

き
な
い
。

三

「
諸
記
録
綴
込
」
に
み
る
神
代
直
人
の
捕
縛

こ
の
よ
う
に
、
「
公
文
録
」
の
み
で
は
、
神
代
直
人
の
捕
縛
及
び
そ

の
情
報
伝
達
経
緯
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で

毛
利
家
文
庫
「
諸
記
録
綴
込
」
と
い
う
山
口
藩
側
の
文
書
か
ら
、
そ
の

（
16
）

（
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）
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経
緯
を
確
認
し
て
み
た
い
。

「
諸
記
録
綴
込
」
と
は
毛
利
家
の
編
輯
所
で
嘉
永
六
年

一
八
五

三

〜
明
治
四
年

一
八
七
一

の
編
年
史
料
と
す
る
た
め
に
、
諸
役
局

の
日
記
や
事
件
記
録
な
ど
の
諸
記
録
を
解
体
し
て
、
そ
れ
を
年
月
日
順

に
編
綴
し
直
し
た
四
二
七
冊
か
ら
な
る
文
書
で
あ
る
。

大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
発
生
後
か
ら
「
諸
記
録
綴
込
」
を
確
認
し
て

い
く
と
、
明
治
二
年
九
月
二
十
一
日
に
山
口
藩
京
都
屋
敷
に
い
る
木
梨

平
之
進
が
国
元
（
山
口
）
に
出
し
た
書
状
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
元
か
ら

の
返
信
に
神
代
直
人
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
（
な
お
、
こ
の
節
で

引
用
す
る
史
料
は
全
て
「
諸
記
録
綴
込
」
（
毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
一
七

（
一
八
の
一
四
・
一
七
）
で
あ
る
）
。

一
木
梨
平
之
進
ゟ
九
月
廿
一
日
之
状
を
以
各
え

大
村
旅
宿
暴
動
一
件
先
便
能
美
右
門
差
返
候
間
、
可
被
成
御
承
知

と
存
候
、
就
て
ハ
京
都
府
ゟ
も
追
々
被
入
御
手
候
処
、
其
後
段
々

被
召
捕
候
内
、
元
軍
務
官
軍
曹
相
勤
候
伊
藤
源
之
介
と
申
者
被
召

捕
御
調
へ
相
成
候
処
、
右
之
者
白
状
之
次
第
ニ
て
ハ
神
代
直
人
事

兼
て
右
一
挙
申
合
セ
、
尚
又
直
人
兼
々
申
分
ニ
ハ
於
国
元
も
大
村

を
ね
ら
い
候
も
の
も
多
人
数
有
之
候
抔
と
申
居
候
由
及
言
上
候
付
、

旁
不
被
差
置
趣
ニ
付
大
急
速
不
被
召
捕
て
ハ
不
相
済
候
間
、
当
地

ハ
素
之
儀
大
阪
辺
迄
も
探
索
最
中
ニ
候
へ
と
も
未
有
無
不
相
知
、

御
国
え
罷
帰
候
哉
ニ
も
被
相
考
候
間
、
早
々
御
国
内
御
僉
義
相
成

候
て
御
届
ニ
て
も
相
成
候
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
早
々
其
御
取
計
可
被

成
候
、
於
爰
元
も
無
疎
詮
儀
致
候
、
前
顕
之
次
第
ニ
付
て
ハ
無
願

当
地
え
罷
登
居
候
者
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
付
、
追
々
召
捕
差
返
可

申
候
間
、
何
卒
於
御
地
も
御
僉
儀
可
被
成
候
、
為
其
如
是
如
斯
御

座
候
由

御
面
書
之
通
致
承
知
、
右
一
件
ニ
付
て
ハ
不
一
方
御
配
慮
之
段

御
察
致
候
、
然
処
河
代
直
人
事
ハ
御
国
内
ニ
お
ゐ
て
既
ニ
被
召

捕
候
付
、
此
余
之
残
党
共
精
々
取
調
可
致
と
存
候
、
旁
之
趣
御

承
知
迄
如
是
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

十
月
十
日

捕
ら
え
ら
れ
た
伊
藤
源
助
（
史
料
で
は
伊
藤
源
之
介
）
の
供
述
に
よ

る
と
、
神
代
直
人
こ
そ
首
謀
者
で
あ
り
（
「
兼
て
右
一
挙
申
合

セ
」
）
、
か
つ
直
人
は
国
元
（
山
口
藩
）
に
も
大
村
を
狙
う
者
達
が
数

多
く
い
る
と
話
し
て
い
た
と
い
う
（
傍
線
１
）
。
こ
れ
を
聞
い
た
木
梨

は
、
神
代
直
人
が
国
元
へ
帰
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
、
早
々
に

山
口
藩
内
を
調
べ
て
届
け
出
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（
傍
線
２
）
。

こ
の
九
月
二
十
一
日
付
の
書
状
の
返
信
と
し
て
十
月
十
日
付
で
山
口

藩
庁
か
ら
出
さ
れ
た
書
状
（
一
字
下
げ
ら
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
）

で
は
、
既
に
神
代
直
人
（
「
神
」
を
「
河
」
と
誤
記
）
を
国
内
で
捕
ら

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

［
京
都
］

［
山
口
］

（
傍
線
１
）

（
傍
線
２
）

（
傍
線
３
）

（
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）

（
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え
た
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
３
）
。
な
お
、
捕
縛
時
に

割
腹
し
た
と
の
情
報
は
な
い
。

こ
の
史
料
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
【
文
書
ａ
】
は
、
山
口
藩
庁
よ
り

山
口
藩
京
都
屋
敷
に
も
た
ら
さ
れ
た
十
月
十
日
付
書
状
（
神
代
直
人
捕

縛
の
第
一
報
）
を
受
け
て
、
大
津
四
郎
右
衛
門
が
留
守
官
宛
に
急
遽
提

出
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
裏
付
け

る
の
が
、
大
津
四
郎
右
衛
門
が
山
口
藩
庁
へ
出
し
た
次
の
文
書
で
あ

る
。一

大
津
四
郎
右
衛
門
ゟ
十
月
廿
二
日
之
状
を
以
各
え

先
達
て
大
村
一
件
ニ
付
神
代
直
人
捕
方
之
儀
申
越
候
処
、
於
御

国
内
被
召
捕
候
段
御
答
被
仰
越
致
承
知
候
、
就
て
ハ
御
届
旁
之

儀
ハ
又
々
被
仰
越
候
趣
を
以
可
致
御
届
筈
之
処
、
右
一
件
追
々

無
何
度
弾
正
台
御
役
処
え
相
聞
候
趣
ニ
付
、
御
届
延
引
相
成
候

．
．
．
．
．
．
．

て
ハ
御
不
都
合
之
由
ニ
相
聞
候
付
、
別
紙
之
通
不
取
敢
致
御
届

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

置
候
処

．
．
．
、
急
速
致
連
登
候
様
御
授
有
之
候
間
、
早
々
御
僉
義
之

上
連
登
相
成
候
様
御
沙
汰
可
被
下
候
、
右
為
可
得
御
意
之
由
御

座
候
由
（
以
下
、
山
口
藩
庁
か
ら
の
返
信
部
分
は
後
述
）

大
津
四
郎
右
衛
門
は
、
神
代
直
人
捕
縛
を
承
知
し
た
と
述
べ
た
上

で
、
（
留
守
官
へ
の
）
届
出
は
次
の
詳
細
な
報
告
を
待
っ
て
す
る
べ
き

で
は
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
何
度
と
な
く
弾
正
台
（
京
都
支

台
）
へ
伝
わ
っ
て
お
り
、
届
出
が
遅
れ
て
は
不
都
合
と
の
こ
と
な
の
で

別
紙
の
と
お
り
と
り
あ
え
ず
届
け
出
た
こ
と
、
そ
の
際
、
神
代
直
人
を

連
行
し
て
く
る
よ
う
に
命
令
が
あ
っ
た
の
で
、
詮
議
し
た
上
で
至
急
連

行
す
る
よ
う
書
き
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
月
二
十
二
日
時
点
で

は
、
山
口
藩
京
都
屋
敷
に
も
神
代
直
人
が
捕
縛
時
に
割
腹
し
た
と
い
う

情
報
は
届
い
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
留
守
官
に
対
す
る
報
告
【
史
料
ａ
】

に
も
当
然
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
山
口
藩
庁
か
ら
は
返
信
が
無
か
っ
た
た
め
、
大

津
四
郎
右
衛
門
は
十
一
月
十
一
日
付
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
書
状
を

山
口
藩
庁
へ
送
っ
て
い
る
。

一
大
津
四
郎
右
衛
門
ゟ
十
一
月
十
一
日
之
状
を
以
各
え

神
代
直
人
呼
登
儀
先
便
得
御
意
置
候
処
、
又
々
京
都
府
ゟ
別
紙

之
通
リ
催
促
致
候
、
然
処
於
御
地
御
仕
置
相
成
候
様
ニ
灰
々
伝

承
致
候
処
、
実
事
ニ
御
座
候
哉
、
万
一
右
様
之
義
御
座
候
ハ
ヽ

御
届
書
等
程
好
御
取
調
、
至
急
可
被
仰
越
候
、
為
右
如
是
御
座

候
由
、
（
以
下
略
）

内
容
は
、
神
代
直
人
を
（
京
都
へ
）
呼
び
登
ら
せ
る
件
に
つ
い
て

は
、
先
便
に
て
了
解
し
た
こ
と
と
思
う
が
、
又
々
京
都
府
よ
り
別
紙

の
と
お
り
督
促
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
御
地
（
山
口
）
に
お
い
て
処

刑
し
た
と
の
噂
が
あ
る
が
本
当
で
あ
ろ
う
か
、
万
が
一
本
当
で
あ
る

（
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な
ら
ば
、
御
届
書
な
ど
を
調
え
て
至
急
報
告
す
る
よ
う
に
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
山
口
藩
京
都
屋
敷
に
詰
め
て
い
た
大
津
四
郎

右
衛
門
は
、
神
代
直
人
が
国
元
か
ら
京
都
へ
連
行
さ
れ
て
く
る
と
思

い
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
音
沙
汰
が
無
い
ば
か
り
か
、
す
で
に
山
口

で
処
刑
さ
れ
た
と
の
噂
が
流
れ
、
さ
ら
に
京
都
府
か
ら
も
督
促
を
受

け
た
た
め
、
待
ち
き
れ
ず
に
再
度
山
口
へ
書
状
を
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
山
口
で
は
、
大
津
四
郎
右
衛
門
の
十
一
月
十
一
日
付
書
状

と
行
き
違
い
で
、
十
一
月
十
九
日
付
け
の
書
状
を
京
都
屋
敷
へ
送
っ

て
い
る
。

御
面
書
別
紙
旁
致
承
知
、
直
人
事
重
々
不
謂
所
行
ニ
付
知
行
没

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

収．
・
斬
首
被
仰
付
候

．
．
．
．
．
．
、
尤
朝
廷
之
罪
人
御
国
方
ニ
て
御
所
置
難

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

被
仰
付
次
第
ニ
付

．
．
．
．
．
．
．
、
い
つ
れ
迄
も
自
殺
之
筋
ニ
御
届
不
被
仰
付

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

て
ハ
不
相
済

．
．
．
．
．
、
い
細
杉
孫
七
郎
承
知
ニ
て
東
京
罷
登
り
い
か
ゝ

取
計
相
成
候
哉
、
若
御
地
之
御
届
と
齟
齬
致
候
て
ハ
甚
御
不
都

合
之
事
ニ
付
、
東
京
ゟ
急
速
御
地
申
越
候
様
先
日
丁
卯
艦
之
便

宜
を
以
申
越
置
候
、
追
付
可
申
参
候
間
、
其
内
右
之
御
含
を
以

其
筋
々
程
好
御
取
計
置
候
様
ニ
と
存
候
、
以
上

十
一
月
十
九
日

神
代
直
人
に
対
し
「
重
々
不
謂
所
行
ニ
付
」
、
知
行
没
収
・
斬
首
を

仰
せ
つ
け
た
こ
と
、
但
し
、
朝
廷
の
罪
人
を
山
口
藩
で
処
罰
す
る
こ
と

は
叶
わ
な
い
の
で
、
「
い
つ
れ
迄
も
自
殺
之
筋
ニ
御
届
」
せ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
、
つ
い
て
は
杉
孫
七
郎
が
東
京
で
周
旋
し
た
上
で
、
京
都
へ

結
果
を
伝
え
る
よ
う
に
言
っ
て
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
取
り

は
か
ら
う
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（
杉
孫
七
郎
の
上
京
に
つ
い
て
は
後

述
）
。

こ
こ
ま
で
み
て
く
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
山
口
藩
は
神
代
直
人
を
捕

ら
え
、
処
刑
し
た
上
で
、
政
府
に
は
捕
縛
時
に
割
腹
し
た
た
め
や
む
な

く
斬
首
し
た
、
と
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
件
の
起
こ
っ
た
京
都

府
に
お
い
て
、
留
守
官
、
弾
正
台
（
京
都
支
台
）
お
よ
び
京
都
府
と
応

対
し
て
い
た
大
津
四
郎
右
衛
門
は
、
国
元
（
山
口
）
か
ら
捕
縛
の
第
一

報
を
受
け
、
間
髪
入
れ
ず
に
留
守
官
に
報
告
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
に

行
わ
れ
た
神
代
直
人
処
刑
の
情
報
は
十
一
月
半
ば
ま
で
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
、
結
果
と
し
て
第
一
報
と
は
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。四

神
代
直
人
の
斬
首
と
団
・
大
田
の
引
渡
願

以
上
の
よ
う
に
、
「
諸
記
録
綴
込
」
と
「
公
文
録
」
を
併
せ
み
る
こ

と
で
、
神
代
直
人
は
山
口
藩
に
よ
り
捕
縛
・
斬
首
さ
れ
た
も
の
の
、
山

七
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口
藩
庁
・
山
口
藩
京
都
屋
敷
・
山
口
藩
東
京
屋
敷
の
三
者
間
で
情
報
が

共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
政
府
へ
の
報
告
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

次
に
こ
の
他
の
史
料
か
ら
、
山
口
藩
内
に
お
い
て
神
代
直
人
の
捕
縛

か
ら
虚
偽
の
報
告
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
辿
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
十
月
十
日
に
山
口
藩
京
都
屋
敷
に
対
し
捕
縛
の
一
報
を
送
っ

た
二
日
後
の
十
二
日
、
山
口
藩
に
お
い
て
神
代
直
人
は
揚
り
屋
（
未
決

囚
を
拘
置
す
る
建
物
）
に
収
監
さ
れ
て
い
る
。

十
月
十
二
日

神
代
直
人

右
御
不
審
之
趣
有
之
被
召
捕
揚
り
屋
被
入
置
御
究
可
被
仰
付
哉

印

印

さ
ら
に
「
木
梨
連
日
誌
」
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
山
口
よ
り
左
之
通
申
来
ル

神
代
直
人
御
不
審
之
趣
有
之
被
召
捕
揚
り
屋
入
被
仰
付
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
此
度

御
窮
被
仰
付
候
ニ
付
、
少
監
察
壱
人
検
証
ト
シ
テ
出
勤
被
仰
付

候
段
中
村
又
右
衛
門
相
授
候
付
、
同
役
源
右
衛
門
即
刻
出
勤
致

候
由
申
来
ル

但
大
村
益
次
郎
一
条
之
一
段
と
申
事
之
由

同
十
四
日
新
忠
江
行
、
直
様
明
倫
館
出
勤
講
談
出
席

一
山
口
よ
り
左
之
通
申
来
ル

一
聞
繕
事
一
ヶ
条
申
来
ル
、
政
事
堂
よ
り
相
授
候
由

一
神
代
直
人
其
外
於
京
師
暴
挙
之
令
処
行

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、．
御
究
被
仰
付
候

．
．
．
．
．
．

付．
、
同
役
源
右
衛
門
懸
り
ニ
被
仰
付
候
事

木
梨
連
は
慶
応
年
間
「
軍
監
」
等
に
任
ぜ
ら
れ
て
藩
内
諸
隊
の
監
察

に
当
た
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
、
当
時
も
小
監
察
を
務
め
て
い
る
。
こ

の
史
料
に
よ
る
と
神
代
直
人
は
揚
り
屋
に
収
監
さ
れ
た
後
、
十
四
日
に

御
究
め
が
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
十
月
二
十
日
付
で
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

十
月
廿
日

神
代
直
人

右
於
京
都
不
所
業
之
趣
有
之
候
ニ
付
、
揚
り
屋
ニ
於
ゐ
て
斬
首

被
仰
付
候
事

右
之
通
可
被
仰
付
哉

印

印

印

印

印

こ
の
よ
う
に
、
神
代
直
人
は
藩
に
よ
る
詮
議
を
受
け
た
上
で
、
「
揚

り
屋
ニ
於
ゐ
て
斬
首
」
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

神
代
直
人
が
捕
縛
さ
れ
た
日
時
は
判
然
と
し
な
い
が
、
十
月
十
日

か
ら
遡
る
数
日
以
内
に
捕
縛
さ
れ
、
十
月
十
二
日
に
揚
り
屋
に
収
監
、

取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
後
、
十
月
二
十
日
に
斬
首
が
決
定
し
、
お
そ
ら

く
あ
ま
り
日
を
置
か
な
い
う
ち
に
刑
が
執
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
十

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

夜
中
槇
峠
源
三
郎
・
吉

田
又
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月
十
二
日
の
揚
り
屋
収
監
か
ら
斬
首
が
決
定
さ
れ
た
二
十
日
ま
で
八
日

間
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
捕
縛
の
際
に
割
腹
し
存
命

が
覚
束
無
い
た
め
斬
首
し
た
、
と
い
う
山
口
藩
報
告
は
全
く
信
用
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

先
述
の
通
り
、
こ
の
決
定
は
杉
孫
七
郎
に
よ
っ
て
東
京
に
も
た
ら
さ

れ
た
が
、
そ
の
正
確
な
月
日
が
木
戸
孝
允
日
記
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

同
（
十
月
）
廿
七
日

晴
、
杉
猿
村
過
る
廿
日
御
国
を
発
し
昨

日
東
着
今
朝
来
訪
、
共
に
浅
草
辺
に
至
り
処
々
散
歩
、
奥
山
日

吉
家
に
て
酒
飯
を
認
め
其
よ
り
東
橋
に
至
り
雇
舟
日
本
橋
に
着

し
又
佐
く
ら
庵
に
て
晩
食
を
認
め
相
別
れ
築
地
伊
藤
に
至
り
泊

す
こ
の
記
述
に
よ
り
、
杉
孫
七
郎
が
十
月
二
十
日
に
御
国
（
山
口
）

を
出
発
し
、
同
月
二
十
六
日
に
東
京
に
着
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
十
月
二
十
日
の
神
代
直
人
斬
首
決
定
直
後
に
出
発
し
、
二
十

六
日
に
東
京
着
、
二
十
七
日
に
は
木
戸
に
面
会
し
、
神
代
直
人
の
斬
首

に
つ
い
て
報
告
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
木
戸
は
同
月
二
十
九
日
、
山

口
藩
東
京
屋
敷
に
宍
道
直
記
を
訪
ね
て
お
り
、
十
月
二
十
九
日
ま
で
に

は
神
代
直
人
斬
首
の
報
せ
が
山
口
藩
東
京
屋
敷
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

で
は
、
先
述
の
【
文
書
ｄ
】
（
宍
道
直
記
→
弁
官
御
役
所
宛
、
神
代

直
人
捕
縛
・
斬
首
報
告
）
が
提
出
さ
れ
た
月
日
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
【
文
書
ｄ
】
と
同
じ
文
書
が
「
御
願
出
控

弐
」
（
毛
利
家
文
庫

一
雲
上
四
四
（
六
の
二
）
）
に
存
在
し
、
そ
こ
に
は
「
巳
十
一
月
二
日

宍
道
直
記
持
参
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
【
文
書
ｄ
】
は
十
月

末
に
杉
孫
七
郎
の
報
告
を
受
け
て
文
案
が
作
成
さ
れ
、
十
一
月
二
日
に

太
政
官
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
方
、
山
口
藩
は
同
じ
く
十
一
月
二
日
、
刑
部
省
に
対
し
、
大
田
光

太
郎
・
団
伸
二
郎
の
二
名
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
身
柄
の
引
渡
し
を

も
と
め
て
い
る
。

大
田
瑞
穂

団
伸
二
郎

右
之
者
共
先
達
而
於
京
都
暴
動
之
所
業
有
之
御
召
捕
相
成
候
、

就
而
ハ
其
節
迷
惑
奉
恐
入
候
次
第
申
上
候
通
御
座
候
、
然
処
右

等
不
心
得
之
者
共
向
後
藩
内
罷
在
候
而
ハ
愈
以
奉
恐
入
候
儀
ニ

付
、
右
両
人
御
任
せ
被
下
候
ハ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．ヽ
於
藩
内
其
罪
を
鳴
し
斬
首
申

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

付．
、
一
統
之
懲
ニ
相
成
候
様
仕
度
奉
存
候

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
自
然
御
任
せ
難
相

成
次
第
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
速
ニ
厳
刑
ニ
被
処
度

．
．
．
．
．
．
．
．
、
此
段
御
願
申
上

候
様
申
付
越
候
付
、
宜
御
沙
汰
被
成
下
候
様
奉
願
候
、
以
上

山
口
藩
公
用
人

宍
道
直
記

（
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）

（
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）
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十
一
月

刑
部御

役
所

巳
十
一
月
二
日
宍
道
直
記
弁
官
持
参
之
処
、
同
七
日
御
呼
出
ニ

付
、
浮
田
八
郎
罷
出
候
処
、
此
書
面
刑
部
省
差
出
候
様
と
の
御

授
ニ
而
南
薫
風
ゟ
御
下
渡
ニ
付
、
翌
八
日
八
郎
刑
部
省
持
参
之

処
、
暫
差
控
候
様
と
の
御
事
ニ
而
、
追
而
明
石
刑
部
少
丞
出
会

ニ
テ
御
書
面
之
趣
不
被
及
御
沙
汰
由
を
以
御
下
渡
ニ
付
、
最
前

弁
官
差
出
候
次
第
及
弁
解
候
処
、
当
省
役
人
中
孰
も
致
披
見
候

而
之
儀
ニ
付
御
取
下
ケ
相
成
候
様
と
の
御
授
ニ
候
事

こ
の
願
書
の
附
記
に
よ
る
と
、
十
一
月
二
日
に
宍
道
直
記
が
弁
官
に
持

参
し
た
と
こ
ろ
、
刑
部
省
へ
提
出
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
、
同
月
八
日

に
刑
部
省
へ
持
参
し
た
が
、
や
は
り
却
下
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
太
政
官
・
刑
部
省
へ
と
持
ち
ま
わ
っ
て
で
も
二
人
の

引
渡
し
を
試
み
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
時
既
に
山
口
藩
東
京
屋
敷
は
、
藩
上
層
部

の
意
向
の
も
と
神
代
直
人
が
国
元
で
斬
首
さ
れ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い

た
。
よ
っ
て
山
口
藩
が
大
田
光
太
郎
・
団
伸
二
郎
の
引
渡
を
求
め
た
理

由
は
、
こ
の
二
名
に
対
し
て
も
神
代
直
人
と
同
様
に
、
山
口
藩
自
ら
が

厳
刑
に
処
す
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
願
書

に
「
於
藩
内
其
罪
を
鳴
し
斬
首
申
付
、
一
統
之
懲
ニ
相
成
候
様
仕
度
」

と
あ
る
よ
う
に
、
藩
内
の
攘
夷
派
に
対
し
て
見
せ
し
め
と
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
こ
と
は
嘘
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
本
音
は
、
引
渡
し
が
叶

わ
な
い
場
合
は
「
速
ニ
厳
刑
ニ
被
処
度
」
と
あ
る
と
お
り
、
二
人
を
確

実
に
処
刑
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
、
京
都
で
は
依
然

と
し
て
攘
夷
を
標
榜
す
る
者
達
が
集
ま
っ
て
お
り
、
横
井
小
楠
暗
殺
犯

へ
の
処
刑
も
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
山
口
藩
は
、
攘
夷
派
に
同
情

的
な
京
都
に
お
い
て
、
弾
正
台
（
京
都
支
台
）
な
ど
の
影
響
の
も
と
、

襲
撃
犯
に
寛
容
な
処
置
が
下
さ
れ
、
そ
れ
が
山
口
藩
内
外
の
尊
攘
派
を

勢
い
づ
か
せ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

神
代
直
人
の
口
書
提
出

京
都
府
は
刑
部
省
宛
十
一
月
二
十
三
日
付
の
断
刑
伺
の
中
で
、
神

代
直
人
の
「
糾
問
ノ
書
面
」
を
提
出
す
る
よ
う
山
口
藩
へ
達
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
十
二
月
に
入
り
刑
部
省
内
で
審
理
が
開
始
さ
れ
た
後
も
、

依
然
と
し
て
「
糾
問
ノ
書
面
」
は
刑
部
省
ま
で
届
い
て
い
な
い
。
結

局
、
刑
部
省
で
は
十
二
月
七
日
、
伊
丹
大
判
事
が
岩
倉
具
視
と
大
久

保
・
副
島
・
広
沢
の
三
参
議
列
座
の
場
で
、
「
糾
問
ノ
書
面
」
は
未
達

で
あ
る
が
、
神
代
直
人
の
処
分
を
他
の
襲
撃
犯
と
合
わ
せ
て
実
施
（
一

（
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）
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所
で
罪
状
掲
示
）
す
る
こ
と
を
決
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
【
文
書
ｅ
】
の
提
出
は
十
二
月
七
日
以
降

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
毛
利
家
文
庫
内
の
史
料
を
確
認
す

る
と
、
【
文
書
ｅ
】
と
同
じ
文
書
が
「
朝
廷
エ
御
願
出
控

三
」
に
存

在
し
、
附
記
に
「
巳
十
二
月
十
二
日
宍
道
直
記
持
参
、
錦
見
権
少
夫
え

渡
之
、
口
書
差
出
候
様
御
差
図
ニ
付
而
也
」
と
あ
り
、
【
文
書
ｅ
】
が

十
二
月
十
二
日
に
漸
く
太
政
官
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
京
都
府
は
刑
部
省
に
対
し
、
十
二
月
三
日
付
で
「
神
代
直

人
の
口
供
」
を
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
口
供
書
（
口
書
）
は
【
文
書

ｅ
】
と
は
文
面
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
作
成
経
緯
は
不
詳
で
あ
る

が
、
【
文
書
ｅ
】
は
文
末
に
「
屠
腹
仕
掛
候
儀
ニ
御
座
候
事
」
と
記
さ

れ
、
明
ら
か
に
改
変
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
京
都
府
へ
提
出
さ
れ
た

口
供
書
に
は
十
月
十
八
日
の
日
付
が
入
っ
て
お
り
、
割
腹
の
記
述
は
な

い
。
よ
っ
て
京
都
府
に
よ
り
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
口
書
の
方
が
信
頼
性

は
高
い
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
に
対
し
寛
容
な
処
置
が
下
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
山
口
藩
の
危
惧
は
、
十
二
月
二
十
日
、
刑
場
に
引
き
出
さ

れ
た
襲
撃
犯
六
名
の
処
刑
が
弾
正
台
（
京
都
支
台
）
の
横
槍
に
よ
り
急

遽
延
期
さ
れ
た
時
点
で
、
一
旦
現
実
と
な
っ
た
。
既
に
十
二
月
一
日
、

山
口
藩
内
で
は
脱
隊
騒
動
が
勃
発
し
、
不
満
を
募
ら
せ
た
諸
隊
兵
が
三

田
尻
に
集
合
、
同
四
日
に
諸
隊
か
ら
藩
政
府
へ
提
出
さ
れ
た
廉
書
に

は
、
一
つ
目
に
「
一
、
当
今
之
時
勢
ニ
而
攘
夷
相
成
不
申
儀
固
よ
り
承

知
罷
在
候
得
共
、
風
俗
異
人
様
ニ
相
成
候

．
．
．
．
．
．
．
．
．
義．
余
り
甚
敷
儀

．
．
．
．
．
に．
候
哉
．
．
と
乍

恐
奉
存
候
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
諸
隊
の
歎
願
書
に
は
「
一
、
近
来
御
軍

政
向
ニ
付
而
は
偏
ニ
西
洋
ニ
流
溺
仕
候
様
相
成

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
初
メ
尊
攘
と
被
仰
出

候
御
国
是
と
ハ
齟
齬
仕
候
廉
々
不
少
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
洋
化
へ
の

忌
諱
、
ま
た
西
洋
化
を
志
向
す
る
藩
政
府
へ
の
不
満
が
あ
り
あ
り
と
み

て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
は
大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
の
口
書
に
み
る
襲
撃
理
由

と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
脱
隊
騒
動
の
中
で
、
出
来
た
ば
か
り
の
大
村

益
次
郎
の
墓
が
毀
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
と
同

様
の
思
考
が
、
諸
隊
側
に
流
れ
て
い
る
証
左
と
い
え
よ
う
。
脱
隊
騒
動

に
は
長
い
研
究
史
が
あ
り
、
今
こ
こ
で
踏
み
入
る
こ
と
は
避
け
る
が
、

大
村
益
次
郎
襲
撃
犯
と
脱
隊
騒
動
を
起
こ
す
諸
隊
兵
は
、
と
も
に
非
西

洋
化
・
攘
夷
を
掲
げ
て
お
り
、
当
時
、
外
国
人
を
極
端
に
畏
怖
し
て
い

た
民
衆
の
支
持
を
一
定
程
度
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
十
二
月
二
十
七

日
、
木
戸
孝
允
は
杉
孫
七
郎
と
と
も
に
帰
藩
し
、
脱
隊
騒
動
の
鎮
圧
に

あ
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
木
戸
を
含
む
山
口
藩
上
層
部
は
、
大
村
益
次

（
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郎
襲
撃
犯
処
罰
と
い
う
初
期
の
段
階
か
ら
、
強
硬
な
姿
勢
を
一
貫
し
て

志
向
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
よ
う
。

［
註
］

1

大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
及
び
襲
撃
犯
の
処
刑
が
急
遽
延
期
さ
れ
た
粟
田
口

止
刑
事
件
に
つ
い
て
は
、
田
中
時
彦
「
大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
―
処
刑
に

対
す
る
派
閥
対
立
の
投
影
―
」
（
我
妻
栄
編
『
日
本
政
治
裁
判
史
録

明

治
・
前
』
第
一
法
規
出
版
、
昭
和
四
十
三
年
）
に
詳
し
い
。

2

伊
藤
博
文
述
・
小
松
緑
編
『
伊
藤
公
直
話
』
千
倉
書
房
、
昭
和
十
一
年
。

後
に
『
伊
藤
博
文
直
話
』
（
新
人
物
往
来
社
、
平
成
二
十
二
年
）
と
し
て

復
刻
。

3

毛
利
宗
家
の
居
城
は
幕
末
に
萩
か
ら
山
口
へ
移
り
、
明
治
二
年
当
時
に
は

史
料
上
も
「
山
口
藩
」
と
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
山
口
藩
」
の
呼

称
を
用
い
る
。
但
し
、
襲
撃
犯
の
出
自
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
旧
居
城
地

の
地
名
を
冠
し
た
「
萩
藩
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

4

山
口
藩
出
身
の
三
名
以
外
の
概
略
は
、
宮
地
正
人
「
廃
藩
置
県
の
政
治
過

程
」
（
『
日
本
近
代
史
に
お
け
る
転
換
期
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
昭
和

六
十
年
、
七
六
頁
）
参
照
。

5

田
村
哲
夫
・
樹
下
明
紀
編
『
萩
藩
給
禄
帳
』
昭
和
五
十
九
年
、
六
一
二
頁
。

6

時
山
彌
八
『
も
り
の
し
げ
り
』
昭
和
五
年
、
二
六
九
頁
。

7
「
諸
隊
惣
人
員
帳
」
毛
利
家
文
庫
六
八
諸
隊
一
件
九
九
。
田
村
哲
夫
編
『
防

長
維
新
関
係
者
要
覧
』
昭
和
四
十
四
年
、
四
一
頁
。

8
「
大
道
村
広
報

第
五
一
号

昭
和
三
十
年
三
月
一
日
」
内
田
家
文
書
二
九

一
八
。

9
「
公
文
録

山
口
藩
隊
卒
騒
擾
始
末
一
」
国
立
公
文
書
館
蔵
。
田
村
哲
夫
編

『
防
長
維
新
関
係
者
要
覧
』
一
三
頁
。

10

以
上
、
御
薗
生
翁
甫
『
山
口
県
右
田
村
史
』
昭
和
二
十
九
年
、
三
七
二
～

三
七
三
頁
。

11
「
公
文
録

粟
田
口
止
刑
始
末

一
」
の
う
ち
「
一
於
京
都
府
兇
徒
団
伸
次

郎
外
五
名
糾
問
口
書
上
達
」
国
立
公
文
書
館
蔵
。

12

内
田
伸
『
大
楽
源
太
郎
』
風
説
社
、
昭
和
四
十
六
年
。
六
九
頁
。

13

御
薗
生
翁
甫
『
続
防
府
市
史
』
三
九
三
頁
（
昭
和
三
十
五
年
）
に
引
用
さ

れ
て
い
る
神
代
直
人
口
書
は
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
の
文
言
と
は
異
な

り
、
大
楽
の
名
前
が
見
え
る
が
、
典
拠
は
不
明
。
ま
た
内
田
伸
『
大
楽
源

太
郎
』
（
前
掲
註

参
照
）
に
は
大
楽
が
大
村
益
次
郎
襲
撃
事
件
に
つ
い

て
触
れ
た
書
状
を
紹
介
し
て
い
る
（
同
書
八
一
頁
）
が
、
典
拠
は
不
明
。

い
ず
れ
に
せ
よ
両
史
料
か
ら
も
大
楽
が
黒
幕
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

14
「
天
朝
御
沙
汰
一
件

参
」
毛
利
家
文
庫
一
雲
上
二
八
（
五
の
三
）
。

15

大
津
四
郎
右
衛
門
（
唯
雪
）
は
村
田
清
風
の
次
男
。
文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
生
。

16
『
大
村
益
次
郎
』
（
大
村
益
次
郎
先
生
伝
記
刊
行
会
編
、
昭
和
十
九
年
）
で

は
、
「
当
時
、
長
州
藩
に
は
大
楽
源
太
郎
等
の
一
派
が
あ
つ
て
、
神
代
等
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に
同
情
し
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
罪
案
が
梟
首
と
な
る
を
憐
れ
み
、
諭
し
て

自
裁
せ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。
一
説
に
は
大
楽
等
が
、
背
後
に
あ
つ
て
彼

等
を
使
嗾
し
た
の
で
、
事
件
の
拡
大
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
秘
密
裡
に
処

理
し
た
と
も
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
」
（
同
書
八
四
三
頁
）
と
記
さ
れ
る
。

17

中
野
目
徹
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
―
明
治
六
年
皇
城
炎
上
と

「
公
文
録
」
の
編
纂
―
」
（
『
明
治
維
新
と
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
平

成
二
十
二
年
）
。

18
「
諸
記
録
綴
込
」
に
つ
い
て
は
『
山
口
県
文
書
館
所
蔵
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ

ド
―
幕
末
維
新
編
―
』

山
口
県
文
書
館
編
、
平
成
二
十
二
年

六
八
～
六

九
頁
参
照
。
な
お
「
諸
記
録
綴
込
」
の
各
丁
に
は
木
活
字
の
符
号
が
朱
色

で
押
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
符
号
と
「
部
寄
編
冊
目
録
」
（
毛
利
家
文
庫
五

四
目
次
八
二
）
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
体
以
前
の
簿
冊
名
が

判
明
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
の
引
用
箇
所
の
丁
に
は
全
て

「
こ
勺
」
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
「
外
邸
応
復
状
」
と
い
う
簿
冊
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

19

木
梨
平
之
進
（
信
一
）
は
萩
藩
大
組
士
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
九

月
生
。
幕
末
に
代
官
な
ど
要
職
を
務
め
た
。
後
に
百
十
銀
行
頭
取
。
明
治

三
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
死
去
（
田
村
哲
夫
編
『
防
長
維
新
関
係
者
要

覧
』
三
七
頁
）
。
史
料
当
時
は
在
京
し
、
公
用
人
を
務
め
て
い
た
。

20

な
お
、
山
口
藩
の
公
用
人
が
木
梨
平
之
進
か
ら
大
津
四
郎
右
衛
門
に
交
替

し
た
の
は
、
十
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
別
の
史
料
か
ら
判
明
す
る

（
「
公
文
録

山
口
藩
之
部
一
」
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
。
よ
っ
て
大
津

は
京
都
屋
敷
到
着
直
後
に
神
代
直
人
捕
縛
の
報
せ
を
聞
き
、
処
理
に
あ
た

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

21

別
紙
と
は
【
文
書
ａ
】
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
【
文
書
ａ
】
と
内

容
・
文
言
と
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
文
書
が
、
「
公
文
録

粟
田
口
止
刑
始

末
一
」
の
中
に
も
う
一
通
存
在
す
る
（
「
諸
藩
不
審
之
者
有
無
届
」
）
。

差
出
人
が
「
毛
利
宰
相
内

大
津
四
郎
右
衛
門
」
と
「
毛
利
従
三
位
内

木
梨
平
之
進
」
、
日
付
が
「
十
月
」
と
「
十
月
二
十
三
日
」
と
い
う
違
い

が
あ
る
。
副
本
で
は
後
者
は
太
政
官
青
色
十
行
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
太
政
官
側
に
残
っ
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

22

略
さ
れ
て
い
る
が
、
「
天
朝
御
沙
汰
一
件
」
（
毛
利
家
文
庫
一
雲
上
二
八

（
五
の
三
）
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
左
記
の
文
書
だ
と
思
わ
れ
る
。

其
藩
士
神
代
直
人
儀
、
御
管
轄
内
お
ゐ
て
召
捕
候
段
、
先
般
御
届
有
之
候

付
、
急
々
御
引
渡
之
儀
及
御
引
合
置
候
処
、
右
連
累
之
者
追
々
召
捕
、
最

早
同
人
吟
味
詰
候
得
ハ
一
件
結
局
之
場
合
ニ
運
ひ
候
間
、
早
々
御
引
渡
有

之
度
、
仍
猶
又
申
入
候
也

十
一
月
三
日

京
都
府
（
印
）

山
口
藩

23

「
各
局
奉
伺
録
・
罰
事
奉
伺
録
二
」
毛
利
家
文
庫
九
諸
省
二
九
五
（
二
の

二
）
。
な
お
、
印
影
は
「
景
廉
」

国
貞
直
人
、
参
政

、
「
重
華
」

杉
孫

七
郎
、
参
政

の
丸
印
。
な
お
、
役
職
は
『
修
訂
版

防
長
回
天
史
』
第
六

八
三
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編
下

大
正
十
年

、
一
九
九
頁
に
よ
る
。

24

毛
利
家
文
庫
七
一
藩
臣
日
記
三
七
。

25

「
木
梨
連
治
乱
御
役
控
」
毛
利
家
文
庫
七
一
藩
臣
日
記
三
八
。

26

「
各
局
奉
伺
録
・
罰
事
奉
伺
録
二
」
毛
利
家
文
庫
九
諸
省
二
九
五
（
二
の

二
）
。
な
お
印
影
は
「
元
雄
」

毛
利
元
雄
…
右
田
毛
利
家
当
主
、
毛
利
筑

前
元
亮
、
副
執
政

、
「
元
潔
」

毛
利
元
潔
…
吉
敷
毛
利
家
当
主
出
雲
元

一
、
執
政

、
「
親
基
」

宍
戸
親
基
…
一
門
三
丘
宍
戸
家
当
主
、
宍
戸
備

前
親
基
、
副
執
政
心
得

、
「
景
廉
」

国
貞
直
人
、
参
政

。
「
誠
一
」

中
村
誠
一
、
参
政

の
五
名
の
丸
印
で
あ
り
、
神
代
直
人
の
斬
首
は
藩
上

層
部
の
決
定
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
役
職
は
註

23
文
献
参
照
。

27

田
村
哲
夫
編
『
明
治
維
新
関
係
者
要
覧
』
（
四
一
頁
）
で
は
、
神
代
直
人

を
「
吉
敷
郡
台
道
生
」
、
そ
の
没
年
を
明
治
二
年
十
月
二
十
日
と
し
、

「
小
郡
に
捕
え
ら
れ
萩
に
斬
首
」
と
し
て
い
る
が
典
拠
は
不
明
。
当
時
、

既
に
藩
庁
は
山
口
に
あ
り
、
ま
た
「
木
梨
連
日
誌
」
を
見
る
限
り
に
お
い

て
も
山
口
の
揚
り
屋
に
収
監
さ
れ
た
後
に
斬
首
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

28

『
木
戸
孝
允
日
記
』
第
一
巻
、
明
治
二
年
十
月
二
十
七
日
条
（
日
本
史
籍

協
会
、
昭
和
七
年
）
。

29

同
右
書
、
明
治
二
年
十
月
二
十
九
日
条
。

30

「
御
願
届
控

弐
」
毛
利
家
文
庫
一
雲
上
四
四
（
六
の
二
）
。
な
お
「
公

文
録

粟
田
口
止
刑
始
末
一
」
の
う
ち
「
同
人
（
毛
利
従
三
位
）
ヨ
リ
脱

藩
人
大
田
瑞
太
郎
他
一
名
捕
縛
相
成
候
ニ
付
於
藩
内
斬
首
申
付
度
願
」
に

は
、
弁
官
と
刑
部
省
宛
の
同
文
書
二
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
提
出
時

の
詳
細
な
や
り
と
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

31

「
京
都
府
史

第
一
編

第
十
九
号

政
治
部
刑
賞
類
附
録

特
裁
刑
典
事
類

二
」
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
。

32

「
公
文
録

粟
田
口
止
刑
始
末
一
」
の
う
ち
「
京
都
府
ヨ
リ
兇
徒
団
伸
次

郎
外
五
名
処
刑
伺
」
。

33

前
掲
註
（

）
参
照
。

34

こ
の
口
供
書
は
『
大
村
益
次
郎
』
（
大
村
益
次
郎
先
生
伝
記
刊
行
会
編
、

昭
和
十
九
年
）
に
「
東
京
飯
島
家
蔵
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
口
供
書
に
つ
い
て
も
、
毛
利
家
文
庫
「
天
朝
御
沙
汰
一
件
」

（
一
雲
上
二
八

五
の
二
）

の
中
に
同
じ
文
書
が
存
在
す
る
が
、
日
付
は

「
十
月
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

35

石
川
卓
美
・
田
中
彰
編
『
脱
隊
暴
動
一
件
紀
事
材
料
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、

昭
和
五
六
年
）
、
二
七
～
二
八
頁
。

36

同
右
書
、
二
二
～
二
三
頁
。

37

「
公
文
録

山
口
藩
隊
卒
騒
擾
始
末
一
」
の
う
ち
「
宣
撫
使
ヨ
リ
大
村
兵

部
大
輔
墳
墓
破
毀
ノ
事
実
取
調
可
申
出
御
達
」
。

38

明
治
初
期
の
山
口
藩
に
お
け
る
民
衆
の
排
外
意
識
に
つ
い
て
は
、
三
宅
紹

宣
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
諸
階
層
の
対
外
認
識
」

『
歴
史
学
研
究
』

五
九
九
、
平
成
元
年

、
同
「
幕
末
期
長
州
藩
村
落
に
お
け
る
対
外
的
危
機
」

（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
一
〇
六
号
、
平
成
二
十
三
年
）
参
照
。

八
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